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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 10/3より定期採血開始。周囲の環境調整とマニュアルに沿った行動をするようにしましょう。

· 10/6法人研修2回目、欠席確認をWIZの所定場所へ登録して下さい。

· 10/8法人祭りに向けて当日のスケジュール作成中です。患者様外出は全て主治医へ確認済みです。

＜患者様のベット数10/1現在55床＞

　西Bユニットの空きは、男性１床。現在、東Aユニットから西Bユニットへ移動が可能と思われる患者様は宮村潔様（老人性精神障害）が考えられる。主治医には許可をもらっている。

入院前は妻や嫁に対する暴言や暴力さがあったが、入院生活中では穏やかにスタッフ対応出来ている。睡眠も取れている。ベットコントロール委員会に情報提供していきます。

＜成田　峻様について＞

・入院して２ヶ月が経ちました。入院時の自傷行為や強い帰宅要求はなくなってきており、表情

もはっきりして来ている。以前、スタッフには「薬は飲みたくない」と話す事はある。

本日家族面談あり→少しずつではあるが回復している様子あり。主治医、家族とも回復の様子を感じている。ステップアップとして外出、外泊を考えていきたい。（その前に父の父が９月に亡くなっており、その事実を本人へ伝えたい。その後の様子をみて外出、外泊へステップアップする。）

＜勉強会＞

· 看護におけるカウンセリング

「カウンセリング」という言葉が看護分野において頻繁に使われるようになったのは、平成元年の看護基礎教育カリキュラムの改正に伴い、看護学が専門科目として位置づけられてかともいわれているようです。それまでは医学会を中心とした看護であったものが、人間の連続的な成長発達、熟成、老化、平和な死という、人間のライフステージそのものにかかわる学問となり、その援助技術の一つとして、カウンセリングが必要不可欠な学習内容として扱われるようになった結果であると考えられるからです。

　人間の欲求を満たし、その成長を助けるという意味ではまさしく看護の姿がカウンセリングそのものであると言えるでしょう。では、ここでカウンセリングについて必要な条件を挙げてみます。

①二人の人間が心理的な接触を持っていること

　・二人の関係に心の触れあいがあることが前提となり、意味の深い前向きなパーソナリティの変化は、ある関係の中でなければ起こらない。

②クライエントは不一致の状態にあり、傷つきやすく不安の状態にあるということ

　・自己不一致の状態は、有機体の現実の経験と自己概念との間に矛盾がある。

③カウンセラーはこの関係の中で自己一致しており、純粋で統合されていること

　・カウンセラーが自分の中に流れている感情や態度を認識できており、かかわりの中で生かされており、もしも適切であればそれを伝えることも出来る。

④カウンセラーは、クライエントに対して無条件の肯定的な配慮を経験していること

　・クライエントが何を経験し、どういう感情を表現し、いかなる態度を示そうとも、すべての側面を無条件にあたたかく受容していること、独立した自分とは別個の人間であるとして好きであるということ

⑤カウンセラーは、クライエントの内部的照合枠に共感的（感情移入的）な理解を経験しており、この経験をクライエントに伝達するようにつとめていること

　・クライエントの怒りや恐怖や混乱を、あたかも自分自身のものであるかのように感じ取り、しかも自分の怒りや恐怖や混乱がその中に巻き込まれないようにすること。

⑥カウンセラーの感情移入的理解と無条件の肯定的配慮が、クライエントに伝わっていること

　・クライエントに知覚されていること

　※クライエント中心療法のロジャースは、このうち③の純粋性、④の無条件の肯定的配慮、⑤の共感的理解の３つをカウンセラーのあり方、ないし態度を示す大切な条件としている。













